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アクティビティ・ベースド・シミュレータの概要

➢ 個人データ生成プログラムとアクティビティ・ベースド・シミュレータ(ABS)からなる。

 個人データ生成プログラム：

人口データを入力として性年齢・居住地・就業形態・免許保有等の個人データを出力

 ABS：個人データ・施設データ・交通データを入力としてパーソントリップ調査のトリップ

に類似した形のデータ（推計マスター）を出力

➢ インプットデータを準備し、２つのexeファイルを実行することでシミュレーション可能。
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０．インプットデータの内容

➢ 準備が必要なインプットデータの概要は以下の表のとおり。

モデル インプットデータ データの内容 作成方法

個人データ
生成プログラム

人口データ
性年齢別夜間人口・
従業人口

国勢調査、
経済センサス等から作成

ABS

個人データ
性年齢・居住地・就業形態・
免許保有有無 等

個人データ生成モデル
(PT調査を実施している場合、
それを利用してもよい)

施設データ
（ゾーン集計値)

店舗数、事業所数、
公共施設数 等

国土数値情報、全国大型小売店
総覧等から作成

交通データ
(LOS)

ゾーン間移動時間、待ち時間、
乗換時間、端末アクセス/イグ
レス時間、運賃、乗換回数 等

以下のいずれかの方法で作成
・GTFS等のオープンデータ利用
・コンテンツプロバイダから購入
・時刻表から作成

※データ作成方法は一例
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１．個人データ生成プログラムの実行イメージ

➢ 必要なデータを指定のフォルダに格納し、実行ファイル（exeファイル）を起動する。
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プログラムの実行画面フォルダ画像

シミュレーション用個人データ



２．ABSの実行イメージ①
➢ コントロールファイルを設定する。

コントロールファイル 5



２．ABSの実行イメージ②
➢ 実行ファイル（exeファイル）を起動する。

プログラムの実行画面
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２．ABSの実行イメージ③
➢ 推計マスター（トリップデータ）を出力。

➢ 推計マスターはCSV形式で出力されるため、Excel等の任意のソフトウェア・プログラム

を用いて自由に分析可能。

推計マスター
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（参考） シミュレータの活用イメージ

➢ 施策シナリオ検討を行う場合は、データを変更することで施策効果による将来変化を表現。

施策シナリオ１（商業施設の立地） 施策シナリオ２（公共交通サービスの強化）

ショッピングセンターの建設を想定する

ゾーンにおいて、ゾーン別施設数を変更し

て、新設によるツアー集中量やゾーン別の

発生量を分析

個人データ（現況）

アクティビティ

シミュレータ（ABS）

各個人の一日の移動・活動データ

（施策１）

補正処理

（都市交通調査、滞留人口データ）

施設データ

交通LOSデータ

コントロールファイル

（施策１ファイル指定）

：現況

ゾーン別施設数データ施策１.csv
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個人データ（現況）

アクティビティ

シミュレータ（ABS）

各個人の一日の移動・活動データ

（施策２）

補正処理

（都市交通調査、滞留人口データ）

施設データ

交通LOSデータ

コントロールファイル

（施策２ファイル指定）

：現況

02_ゾーン間バスLOS施策２.csv

11_端末LOS_バス施策２.csv

バスの増便や運行速度の向上を、施策が

対象とするゾーン間代表LOSや鉄道端末

LOSにおける乗車時間・待ち時間を変更

することで、ツアー発生量や交通手段分担

率の変化を分析



（参考） シミュレータ活用における留意点

➢ アクティビティ・ベースド・シミュレータ（ABS）により得られる現況推計データは全国の地方都市※の平

均的な1日の行動をモデル化した推計値であり、ゾーン単位等の統計的精度は必ずしも保証されない。

また、各都市の行動特性が十分に反映されたものではない。各地域の特性を反映してゾーン単位の分

析をするためには大サンプル都市圏PTを実施することが望ましい。

※プロトタイプ版では、令和３年全国PT調査データのうち、都市類型４「地方中枢都市圏」～１０「地方中心都市圏その他の都市」

を用いてシミュレータを開発

➢ 現況のデータから構築したシミュレータを将来推計に用いるということは、現況の行動パターンが将来

も継続するという前提条件を置くことになるが、前提条件が異なるとシミュレーション結果も変化する

ことを認識しておく必要がある。このような限界もあるため、確定的な1つのシナリオだけで将来分析

するのではなく、将来条件等を変えた複数パターンのシナリオを用意し、一定の幅の中でシナリオ分析

を行っていくことが有効である。

➢ シミュレーション内のアクティビティ・ベースド・モデル（ABM）で表現してない行動の変化は推計でき

ない点に留意が必要である。具体的には、ABMでは活動・移動の発生回数、目的地、交通手段等の行

動を推計しており、公共交通等の施策によるこれらの行動の変化（交通手段の転換等）を推計すること

は可能である。一方で、公共交通等の施策による居住地の変化（≒人口分布の変化）等のABMで対象

としていない行動の変化は推計できない点に留意が必要である。

➢ シミュレータはPT調査を基に構築したものであるため、対象圏域内々の移動のみを対象とし、圏域内

外・外内の移動を対象としていない。また、サブツアーの推計を行っておらず、このため現況のPTデー

タよりトリップ数が過少推計になる傾向がある。
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（参考）利用方法の詳細について

➢ 利用方法の詳細は、ABSプロトタイプ版貸出の際に、「利用マニュアル」を提供します。

（ABSの貸出は、国総研都市施設研究室HP問い合わせフォームよりご連絡ください。）
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